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従来のロボット：従来のロボット：
「隔離の原則」と「エネルギーの停止：止まる安全」による
機械安全と労働安全で安全を確保。

生活支援ロボット：生活支援ロボット：
「共存の原則：止まらない安全」も必要。

但し、規格が発展途上である：但し、規格が発展途上である：
生活支援ロボットは世界的にも日本の技術が進んでいるが、
産業としては黎明期。機能安全に課題がある。

安全性の確保安全性の確保
人と共存することが前提のため従来の安全原則とは異なる
アプローチが必要。

人とロボットの共存原則人とロボットの共存原則



生活支援ロボット安全規格生活支援ロボット安全規格 ISO13482ISO13482



生活支援ロボット安全規格生活支援ロボット安全規格 ISO13482ISO13482

・・概要：生活支援ロボットの安全性に関する国際規格。概要：生活支援ロボットの安全性に関する国際規格。
（ロボット向けデバイスを含む）
経産省とNEDOによる「生活支援ロボット実用化プロジェクト」の成果をもとに
ISOに規格提案、2014年に国際規格として発効。
つくば市に世界初の生活支援ロボット安全検証センターを設立。

・・目的：ロボットの開発と実用化の加速目的：ロボットの開発と実用化の加速

・・分類：分類：
・装着型ロボット
・移動作業型ロボット
・搭乗型ロボット

・・認証方法：認証方法：
国内では生活支援ロボット安全検証センターで認証試験を実施。
（設計コンセプト、製品製造など）
認証評価は日本品質保証機構（JQA）が担当。



生活支援ロボット安全規格生活支援ロボット安全規格 ISO13482ISO13482

適用範囲外のロボット適用範囲外のロボット

・・20Km/20Km/hh以上の速度で移動するロボット以上の速度で移動するロボット
・ロボット玩具・ロボット玩具
・水系・水系//飛行ロボット飛行ロボット
・・ISO10218ISO10218の対象である産業用ロボットの対象である産業用ロボット
・医療機器としてのロボット・医療機器としてのロボット
・軍用又は公権力に資するためのロボット・軍用又は公権力に資するためのロボット



生活支援ロボット安全規格生活支援ロボット安全規格 ISO13482ISO13482

ロボット技術の介護利用における重点分野ロボット技術の介護利用における重点分野

・トイレへの往復（事例紹介）・トイレへの往復（事例紹介）
・トイレ内での姿勢保持を支援・トイレ内での姿勢保持を支援
・転倒検知センサー・転倒検知センサー
・外部通信機能を備えた在宅介護向け機器のプラットフォーム・外部通信機能を備えた在宅介護向け機器のプラットフォーム
・入浴支援（浴槽に出入りする際の一連の動作を支援）・入浴支援（浴槽に出入りする際の一連の動作を支援）

ISO13482認証取得第1号
パナソニック製
フルリクライニング車いす付きベッド「リショーネ」

出展：日経デジタルヘルス



生活支援ロボット安全規格生活支援ロボット安全規格 ISO13482ISO13482

・課題
危険源の一覧はあるがリスク分析の手法は提示していない。

・対策：
ハザード解析手法の見える化を目的に簡易ツールを作成。

→ 簡易ツール紹介

・今後の課題
ソフトウェア設計と検証方法について具体的な基準、指標が
記載されていないためソフト面からの安全設計提案。



リスクアセスメント・シートリスクアセスメント・シート



見積値 R  評　価  リスク低減の必要性  

15以上  リスクは高く，受入れられない．  必須，技術的方策が不可欠  

7～14  

リスクの低減が必要．ただし，条

件付（他に方策がない，低減が

現実的でない）で許容可能．  

必要，技術的方策が困難な場
合は警告表示及び管理的方策
を講じる 
＊ALARPとして考慮もありえる  

6以下  リスクは十分低い．  
不要  

  

リスクのリスクの判定判定

リスクアセスメント・シートリスクアセスメント・シート



ハザード解析事例：水上セグウェイハザード解析事例：水上セグウェイMINAMO MINAMO （首都大学東京と連携）（首都大学東京と連携）



まとめ：まとめ：
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従来のロボット：従来のロボット：
「隔離の原則」と「エネルギーの停止：止まる安全」による機械安全と
労働安全で安全を確保。

生活支援ロボット：生活支援ロボット：
「共存の原則：止まらない安全」が必要。

課題：課題：
規格が発展途上である：
生活支援ロボットは世界的にも日本の技術が進んでいるが、
産業としては黎明期。機能安全に課題がある。
ISO13482では危険源の一覧はあるがリスク分析手法は未提示。

対策：対策：
・ハザード解析手法の見える化（簡易ツール等）。
・ソフトウェア面からの安全設計。
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外部団体との連携強化外部団体との連携強化
・・社会インフラシステムの障害原因の背景にある要求仕様の社会インフラシステムの障害原因の背景にある要求仕様の

ミスマッチについて、意見交換を行うと共に勉強会を開催。ミスマッチについて、意見交換を行うと共に勉強会を開催。

活動の見える化活動の見える化
・ロボット安全に関する輪講会・ロボット安全に関する輪講会
・安全性解析ツールの作成・安全性解析ツールの作成

手法の見える化手法の見える化
・・ISO13482ISO13482対訳版を基に対訳版を基にセミナテキスト作成。セミナテキスト作成。
各回講師担当を割振り＆講義を実施。各回講師担当を割振り＆講義を実施。

ロボット安全研究会の活動ロボット安全研究会の活動
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